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翠:ご」ん塁貸撃墓爵三
冨田

′
賢氏

市

場

意

識

し

た
投

資

を

〈
記
者

の
目
〉
ベ
ン
チ
ヤ
ー

育
成
の
た
め
、
県
な
ど
が

「
直

接
投
資
」
に
乗
り
出
し
た
背
景

に
は
、
県
内
経
済
の
開
そ
く
感

打
破
に
新
産
業
創
出
が
不
可
欠

と
の
思
い
が
あ
る
。

従
来
か
ら
石
川
県
は
ベ
ン
チ

ャ
ー
育
成
に
注
力
し
て
き
た
。

県
産
業
創
出
支
援
機
構
な
ど
を

通
じ
て
各
種
の
支
援
、
融
資
制

度
や
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
タ
ー
施
設

な
ど
を
整
備
し
て
き
た
が
、
地

域
経
済
活
性
化
に
結
び
付
く
産

業
育
成
に
は
つ
な
が

っ
て
い
な

い
の
が
実
情
。
フ
ア
ン
ド
の
投

資
実
績
の
先
行
き
に
期
待
が
集

ま
る
。

た
だ
、
新
方
式
の
投
資
育
成

事
業
だ
け
に

「
公
的
な
資
金
も

含
む
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
判
断
が

一
民
間
企
業
に
託
さ
れ
て
良
い

の
か
」
と
い

っ
た
声
も

一
部
に

あ
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
の
た

め
に
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基

づ
き
な
が
ら
も
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
適
正
な
投
資
判
断
が

求
め
ら
れ
る
。

（金
沢
支
局
　
黒
田
信
）

技
術
系
の
起
業
に
期
待

石
川
県
や
国
、
地
元
企
業
が

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

へ
の
投
資
、

育
成
を
目
的
と
し
た
フ
ア
ン
ド

「
石
川
県
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
投

資
事
業
有
限
責
任
組
合
」
を
二

月
末
に
設
立
し
て

一
カ
月
半
余

り
が
経
過
し
た
。
全
国
で
も
珍

し
い
取
り
組
み
に
注
目
が
集
ま

る
が
ｒ
思
惑
取
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー

育
成
‥は

進
む
の
か
。
投
資
先
の

発
掘
、
審
査
、
育
成
を
担
当
し

て
い
る
独
立
系
民
間
ベ
ン
チ
ャ

ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
Ｖ
Ｃ
〉
、
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル

（
Ｆ
Ｖ
Ｃ
、
京
都
市
、

川
分
陽
三
社
長
）
金
沢
事
務
所

の
富
田
賢
所
長
に
現
状
を
聞
い

た
。―

―
フ
ァ
ン
ド

ヘ
の
出
資
状

況
は
。

「
フ
ァ
ン
ド
総
額
は
当
初
十

億
円
を
予
定
。
石
川
県
産
業
創

出
支
援
機
構
と
中
小
企
業
総
合

事
業
団
が
各
二
億
五
千
万
円
、

地
元
企
業
が
四
億
円
、
Ｆ
Ｖ
Ｃ

‐が
二
億
円
を

、
そ
れ
ぞ
れ
出
資
一

す
る
計
画
だ

っ
た
。
た
だ
地
元

大
手
の
金
融
機
関
や
機
械
メ
ー

カ
ト
な
ど
二
十

一
社
か
ら
の
出

資
は
四
億
七
千
万
円
と
す
で
に

計
画
を
上
回

っ
て
お
り
、
全
体

総
額
を
十
五
億
円
に
引
き
上
げ

る
予
定
だ
。
予
想
以
上
の
出
資

が
あ
う
た
こ
と
で
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
育
成

へ
の
地
元
の
期
待
の
強

さ
を
感
じ
る
」

「出
資
者
が
出
資
金
以
上
の

責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
を
定
め

一た
投
資
事
業
有
根
責
任
組
合
法

―
―
県
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
と
投
資
対
象
企
業

の
状
況

は
。「

予
想
以
上
に
レ
ベ
ル
の
高

い
経
営
者
が
多
く
、
投
資
先
に

不
安
は
な
い
。
現
在
数
社
に
つ

い
て
投
資
を
検
討
中
で
、
マ
ザ

ー
ズ
や
ナ
ス
ダ

ッ
ク

・
ジ
ャ
パ

ン
な
ど
で
の
株
式
公
開
を
支
援

し
て
い
く
。
情
報

。
通
信
分
野

が
目
立
ち
、
技
術
系
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
奮
起
が
望
ま
れ
る
。
老
舗

企
業
の
技
術
担
当
者
の
起
業
な

ど
も
支
援
し
て
い
き
た
い
」

「
フ
ァ
ン
ド
総
額
の
約
五
割

は
県
外
企
業
に
投
資
し
て
い
く

方
針
で
、
す
で
に
数
社
に
実
施

し
て
い
る
。
当
社
と
関
係
の
あ

る
県
外
企
業
を
地
場
企
業
に
紹

介
し
て
、
産
業
振
興
と
県
外
企

業
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
く
」

，―
―
業
務
を
始
め
て
見
え
て

き
た
課
題
は
。

「
」
れ
ま
で

本
格
的
な
Ｖ
Ｃ

が
な
か

っ
た
た

め
、
企
業
側
の

Ｖ
Ｃ
に
対
す
る
理
解
が
ま
だ
十

分
で
は
な
い
。
資
金
調
達
の
方

法
や
株
式
公
開
の
手
順
に
つ
い

て
も
正
し
い
知
識
は
ま
だ
少
な

く
い
こ
れ
か
ら
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
」

「
五
月
か
ら
体
制
を
強
化
す

る
。
当
社
の
川
分
社
長
は
従
来

京
都
か
ら
出
張
で
月
二
日
程
度

金
沢
を
訪
れ
て
い
た
が
、
今
後

は
滞
在
日
数
を
増
や
す
。
投
資

担
当
者
を

一
人
現
地
採
用
し
て

増
員
す
る
」

「
私
自
身
も
金
沢
出
身
で
あ

り
、
地
元
企
業
の
育
成
で
経
済

活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
県
外
に
流
出
し
た
優

秀
な
人
材
が
戻

っ
て
来
ら
れ
る

よ
う
な
受
け
皿
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
」

―
―
石
川
県
に
お
け
る
Ｖ
Ｃ

の
現
状
は
。

「
国
内
の
Ｖ
Ｃ
の
約
八
割
は

東
京
本
社
。
投
資
対
象
も
首
都

圏
に
集
中
し
て
お
り
、
北
陸
で

は
Ｖ
Ｃ
の
業
務
は
十
分
で
は
な

か

っ
た

。
経
営
者
と
の
信
頼
関

係
を
築
き
な
が
ら

一
人
の
担
当

者
が
投
資
案
件
の
発
掘
か
ら
投

資
、
育
成
ま
で
行
う
、
当
社
が

京
都
で
培

っ
て
き
た
手
法
を
生

か
し
て
い
く
」

に
基
づ
く
自
治
体
主
導
の
フ
ァ

ン
ド
は
東
京
都
に
次
い
で
二
件

目
だ
が
、
自
治
体
、
国
、
民
間

企
業
の
出
資
構
成
は
全
国
初
。

運
用
を
民
間
Ｖ
Ｃ
に
委
託
す
る

の
も
初
め
て
。
同
様
の
組
合
設

立
の
動
き
は
全
国
に
広
が

っ
て

お
り
、
石
川
県
の
動
向
が
全
国

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
」

― この人に聞く


